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・入湯税については、環境衛生施設・鉱泉源の保護管理施設
および消防施設その他消防活動に必要な施設の整備ならび
に観光の振興に要する費用に充てる目的税であることか
ら、観光振興基金へ積み立てます。

・地方消費税交付金の社会保障財源化分については、老人福
祉費および障害者福祉費へ充当します。

163 8,000
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有田川町では新しい時代に向け、新しい魅力を持った
個性ある町の創造を目指し「第 2次長期総合計画」の基
本理念・目標を実現するため、既成概念にとらわれない
創造力豊かな職員を募集します。
いわゆる “公務員試験対策 ”は必要ありません。筆記試

験は SPI3。町職員として有田川町のまちづくりに参加し
たい、個性とやる気のある皆さまをお待ちしています！

【有田川町が求める職員像】
一般事務職・保育士／アイデアを形にする職員・自ら考
え行動できる職員・チームプレーができる職員

消防職／ “ 住民の生命・身体・財産を守る ” 大切な任務
を遂行するため、あらゆる消防事象に立ち向かう体力、
勇気、使命感と誇りを持ち、規律と礼儀を重んじる誠
実な職員

1.
2.

1
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有田川町生活研究グループ清水支部
「有田川町生活研究グループ清水支部」は、
平成 16年（2004 年）に旧清水町が「ぶど
う山椒」を使った産品の研究開発に取り組む
メンバーを募集し、集まった皆さまが山椒料
理開発グループとしてスタートさせたもので
す。今回これまでの活動が食育推進への貢献
と認められ、受賞されました。

1 1
2
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8 2
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有田川町スポーツ表彰は平
成 31 年（2019 年 ）1 月 1
日～令和元年（2019 年）12
月 31 日中にスポーツ活動で
優秀な成績を収めた選手・団
体の栄誉をたたえるもので
す。全国規模の大会で 1 位
から 3 位までの成績を挙げ
た人が受賞する「スポーツ賞」
をはじめとして、30 人・4
団体が受賞しました。おめで
とうございます。
なお、3月 7日（土）に予

定していた表彰式は中止とな
りました。

2月 10日（月）、消防団救助能力向上資機材として、
町内全域の消防団へ油圧ジャッキ 83組（166 台）が保
江団長に中山町長から交付しました。また、2月 19日
（水）、消防本部で令和元年度石油貯蔵施設立地対策等交
付金事業により金屋支団第３分団糸野班ポンプ積載車、
第４分団早月班小型消
防ポンプ一式、第５分
団西ケ峯下班と第６分
団吉原班小型動力ポン
プ付積載車が更新され
ました。
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まずは手洗いが大切です。外出先からの帰宅時
や調理の前後、食事前などこまめに石けんを使っ
て手を洗いましょう。
咳などの症状がある方は、咳やくしゃみを手で

押さえると、その手で触ったものにウイルスが付
着しドアノブなどを介して他の方に病気をうつし
てしまう恐れがあります。「咳エチケット」を行っ
てください。



4 月 21 日（火）
8:00 ～ 8:30　旧北小学校

特定・胃・大腸・胸部・乳房

9:30 ～ 10:00　西ケ峯コミュニティセンター

特定・胃・大腸・胸部・乳房

4 月 27 日（月）
8:00 ～　8:30　境川コミュニティセンター

特定・胃・大腸・胸部

9:30 ～ 10:00　日物川コミュニティセンター

特定・胃・大腸・胸部

5 月 8日（金）
8:00 ～　8:30　旧粟生小学校

特定・胃・大腸・胸部・乳房

9:30 ～ 10:00　五郷生活改善センター

特定・胃・大腸・胸部・乳房

令和 2年度（2020 年度）の
集団健診の日程は、
次のページでご確認ください。

4月 1日（水）

※ 5月 6日（水）は祝日のためお休み

　■場所／金屋文化保健センター

4 月 2日（木）金屋文化保健センター
4月 6日（月）清水保健センター
4 月 09 日（木）金屋文化保健センター
4 月 16 日（木）金屋文化保健センター
5 月 7日（木）金屋文化保健センター
5 月 11 日（月）清水保健センター

4 カ月児健診［令和元年（2019 年）12 月生まれ］
　4月 28 日（火）13:00 ～ 13:15

10 カ月児健診［令和元年（2019 年）5月生まれ］
　4月 7日（火）12:30 ～ 12:45

1 歳 6カ月児健診［平成 30年（2018 年）8月生まれ］
　4月 15 日（水）12:45 ～ 13:00

2 歳児健診［平成 30年（2018 年）1月生まれ］
　4月 22 日（水）12:45 ～ 13:00

3 歳 6カ月児健診［平成 28年（2016 年）9月生まれ］
　4月 8日（水）12:45 ～ 13:00

■場所／金屋文化保健センター

実施時間

9:00～
11:00

実施時間

9:00～11:00

医療費状況（令和 2年（2020 年）2月）



実施日 受付時間 場所 検査項目

4 月 21 日 ( 火 )
8:00 ～ 8:30 旧北小学校 金屋 特定 胃 大腸 胸部 乳房

9:30 ～ 10:00 西ケ峯コミュニティセンター 金屋 特定 胃 大腸 胸部 乳房

4月 27 日 ( 月 )
8:00 ～ 8:30 境川コミュニティセンター 清水 特定 胃 大腸 胸部

9:30 ～ 10:00 日物川コミュニティセンター 清水 特定 胃 大腸 胸部

5月 8日 ( 金 )
8:00 ～ 8:30 旧粟生小学校 清水 特定 胃 大腸 胸部 乳房

9:30 ～ 10:00 五郷生活改善センター 清水 特定 胃 大腸 胸部 乳房

5月 10 日 ( 日 ) 8:00 ～ 9:00 金屋文化保健センター 金屋 特定 胃 大腸 胸部 乳房 子宮

5月 12 日 ( 火 )
8:00 ～ 8:30 楠本区民センター 清水 特定 大腸 胸部

9:30 ～ 10:00 東大谷生活改善センター 清水 特定 大腸 胸部

5月 17 日 ( 日 ) 8:00 ～ 9:00 清水保健センター 清水 特定 胃 大腸 胸部 乳房 子宮

5月 24 日 ( 日 ) 8:00 ～ 9:00 きび保健福祉センター 吉備 特定 胃 大腸 胸部 乳房

6月 2日 ( 火 )
8:00 ～ 8:30 大谷公民館 吉備 特定 胃 大腸 胸部 乳房

9:30 ～ 10:00 水尻公民館 吉備 特定 胃 大腸 胸部 乳房

6月 12 日 ( 金 )
8:00 ～ 8:30 久野原消防詰所 清水 特定 胃 大腸 胸部 乳房

9:30 ～ 10:00 安諦地区基幹集落センター 清水 特定 胃 大腸 胸部 乳房

6月 14 日 ( 日 ) 8:00 ～ 9:00 金屋文化保健センター 金屋 特定 胃 大腸 胸部 乳房

6月 22 日 ( 月 )
8:00 ～ 8:30 下湯川ふるさと村 清水 特定 胃 大腸 胸部

9:30 ～ 10:00 三田活性化センター 清水 特定 胃 大腸 胸部

6月 29 日 ( 月 ) 8:00 ～ 9:00 石垣公民館 金屋 特定 胃 大腸 胸部 乳房

7月 5日 ( 日 ) 8:00 ～ 9:00 きびドーム 吉備 特定 胃 大腸 胸部 乳房

7月 12 日 ( 日 ) 8:00 ～ 9:00 旧城山西小学校 清水 特定 胃 大腸 胸部 乳房 子宮

7月 14 日 ( 火 ) 8:00 ～ 9:00 金屋文化保健センター 金屋 特定 胃 大腸 胸部 乳房

8月 1日 ( 土 ) 8:00 ～ 9:00 金屋文化保健センター 金屋 特定 胃 大腸 胸部 乳房

8月 23 日 ( 日 ) 8:00 ～ 9:00 きび保健福祉センター 吉備 特定 胃 大腸 胸部 乳房 子宮

9月 24 日 ( 木 ) 8:00 ～ 9:00 金屋文化保健センター 金屋 特定 胃 大腸 胸部 乳房

10 月 16 日 ( 金 ) 8:00 ～ 8:30 清水保健センター 清水 特定 胃 大腸 胸部 乳房

1月 13 日 ( 水 ) 8:00 ～ 9:00 金屋文化保健センター 金屋 特定 胃 大腸 胸部 乳房

1月 31 日 ( 日 ) 8:00 ～ 9:00 きびドーム 吉備 特定 胃 大腸 胸部 乳房

2月 14 日 ( 日 ) 8:00 ～ 9:00 金屋文化保健センター 金屋 特定 胃 大腸 胸部 乳房 子宮

●対象者
・がん検診／対象年齢の有田川町民の方。胃・大腸・胸部・乳房は
40歳以上、子宮は 20歳以上。

・特定健診／ 40 歳以上の有田川町国民健康保険加入者の方（一部
若年者を含む）。
●後期高齢者医療保険加入者の方は、血液検査などの基本健診を受
診していただけます（平日のみ）。　　●健診はすべて無料です。
●各日定員があります。ご予約はお早めにお願いします。
　申し込み先／健康推進課（金屋庁舎）・清水行政局住民福祉室
●【注意】令和 2年度から前立腺がん検診の実施はありません。ご
了承ください。



2 月 3日（月）、有田川町認知症キャラバン・メイ

ト連絡会は、同じように認知症の正しい理解の普及

活動を泉南市で行っている「泉南市キャラバン・メ

イト」の皆さまと交流会を行いました。

泉南市キャラバン・メイトの取り組みとして、幼

稚園児・保育園児などに向けた幼児からの認知症サ

ポーター養成講座があり、受講者の年齢に合わせて

紙芝居を使うなどの工夫を凝らした講座を開催して

います。当町でも小学生を対象とした講座を開催し

ていますが、幅広い年齢層への啓発の重要さと、伝

える工夫の大切さを実感しました。

有田川町で健康づくりに取り組んでいる皆さまの

合同研修会を実施しました。日頃、福祉保健部の健

康づくり活動にご協力いただいている「いきいきサ

ポーター」「健康推進員」「ゆずっこ」の 3グルー

プが初めて顔を合わせる場となり、合わせて 46人

の方にご参加いただきました。

当日は食中毒予防に関する講演や、いきいき百歳

体操の体験などを行いました。

今後も、“健康づくり ”という同じ取り組みを行っ

ている方々との合同研修会を行っていく予定です。

上写真＝懇談の様子　下写真＝有田川町認知症キャラバン・メイト連絡
会が日々の活動について発表しました

いきいき百歳体操を体験しました
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2 月 5日（水）、石垣小学校 5年生が金屋第三保育所で来年度入
学する年長児たちと交流をしました。
運動場で「しっぽ取り」と「だるまさんがころんだ」を、屋内で「フ
ルーツバスケット」と色画用紙などを使って「ピザ作り」をしま
した。「フルーツバスケット」はよく知られている遊びですが、年
長児に分かるようにルール説明を工夫し、一緒に楽しく遊びまし
た。「ピザ作り」では、5年生が色画用紙で作った具材を用意し、
年長児が好きなものを選んで製作しました。
「どうすれば喜んでくれるだろうか」と戸惑いながらも、年長児
に優しく接する 5年生の姿が見られました。年長児はお兄さん・
お姉さんたちとの遊びを楽しむ中で、小学校への入学を心待ちに
しているようでした。

2月 7日（金）、八幡小学校 3年生と安諦小学校 3・4年生が株
式会社坂口製作所 和歌山工場（清水）を見学しました。
下垣彰伸工場長からお話を伺った後、工場全体を案内していた

だき、自分たちの住む町にある工場で新幹線や原子力発電所、大
手お菓子メーカーなど、さまざまなところで役割を果たしている
製品が作られていることを学びました。また、児童一人一人に名
前入りアルミ製キーホルダーもいただきました。

疲れたたなと感じたら
無理をせず、一息ついてリフレッシュ。
自分の心と体を癒してあげましょう！

●連絡先
　子育て支援センター（旧きび中央保育所）
　☎ 090-7966-1697・52-5474（ファクス兼用）

子育ての悩みや心配なこと、困ったことなどが
あれば、子育て相談をご利用ください。
4月の子育て相談は、月～金曜日の 8:30 ～
17:15 に承ります。電話相談と訪問相談、どちら
でもお気軽にどうぞ！
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ちいさな駅美術館～ Ponte del Sogno ～

「さとやまさん」
パネル写真展
4/1（水）～ 5/6（火）
時間／ 10:00 ～ 17:00
※月曜日休館
（祝日の場合は翌日休館）
※ 4月 9日（木）は臨時休館日
※最終日は 15:00 で終了

今森光彦さん
ワークショップ
日時／ 4月 25 日（土）14:00 ～
場所／ちいさな駅美術館
定員／ 50 人　参加費／無料
対象／ 5歳以上（幼児・小学生は保護者同伴）
申し込み／ 4月 4日（土）10 時～、
　　　　　町内各図書施設で受け付け開始

※電話申し込み可。13 時から ALEC で受け付
けます。なお、電話申し込み時に定員に達
している場合もあります。ご了承ください。
※定員になり次第受け付け終了。

4月 9 日（木）は蔵書点検のため臨時休館いたします。図書
の返却には、ブックポスト（ALEC・金屋図書館・しみず図書室
に設置）をご利用ください。
開催予定のイベントについて、新型コロナウイルス感染防止

対策により中止となる恐れがあります。開催の有無については
町ホームページでご確認いただくか、各図書施設にお問い合わ
せください。

新着図書案内
■一般書
三世代探偵団 2　………………　赤川次郎／著
かんばん娘　……………………　志川節子／著
コープス・ハント　………………　下村敦史／著
狐火の辻　………………………　竹本健治／著
魂の痕　……………………………　梁石日／著
空貝　………………………………　赤神諒／著
幼な子の聖戦　…………………　木村友祐／著
猫君　………………………………　畠中恵／著
箱とキツネと、パイナップル　…　村木美涼／著

■児童書
キッズぺディア歴史館　…………　小学館／編
グレーテルの白い小鳥　…………　斉藤洋／著

4 月のイベント
■おはなし会
①日時／ 4月 4日（土）、18 日（土）

いずれも 10:30 ～（約 30 分間）
場所／ちいさな駅美術館

②日時／4月11日（土）10:30～（約30分間）
場所／金屋図書館

③日時／4月25日（土）10:30～（約30分間）
場所／しみず図書室

■おひざでだっこのおはなし会
日時／ 4月 7日（火）10:00 ～ 11:00
場所／金屋図書館
対象／ 4カ月～ 2歳児

申し込み不要
・参加費無料

4 月の移動図書館
ALEC までお問い合わせください。

10

10

開館時間変更のお知らせ
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の
）
で
ま
日

行
立
独
（
員
務
公
。
す
ま
れ
さ
給
支
に
方

庁
属
所
、
は
方
の
）
く
除
は
ど
な
人
法
政

。
す
ま
れ
さ
給
支
ら
か●

月
給
支

月
翌
た
し
請
申
、
則
原
、
は
当
手
童
児

。
す
ま
れ
さ
給
支
ら
か

生
出
の
も
ど
子
（
日
生
発
由
事
し
だ
た

て
え
数
ら
か
日
翌
の
）
ど
な
日

15

内
以
日

。
す
ま

手
の
分
月
た
れ
遅
、
と
る
れ
遅
が
請
申
※

り
あ
が
と
こ
る
な
く
な
れ
ら
け
受
を
当

。
い
さ
だ
く
意
注
ご
。
す
ま

●

の
も
な
要
必
に
き
続
手

鑑
印
・

写
の
証
者
険
保
被
険
保
康
健
の
者
求
請
・

し

分
が
座
口
の
関
機
融
金
の
義
名
者
求
請
・

の
も
る
か

イ
マ
（
類
書
る
き
で
認
確
が
号
番
人
個
・

）
ド

ン
ナ
イ
マ
（
類
書
認
確
人
本
の
者
求
請
・

）
ど
な
ト

必
て
じ
応
に
況
状
や
由
事
給
支
他
の
そ
・

）
要
必
み
の
者
象
対
（
類
書
な
要

）
舎
庁
屋
金
（
課
祉
福
ぎ
ら
す
や

●

者
象
対

／
6

す
育
養
を
童
児
の
満
未
歳

者
護
保
る
い
て
れ
さ
録
登
民
住
に
町
る

●

項
事
意
注

し
出
し
貸
、
で
の
る
あ
が
り
限
に
庫
在
・

ま
れ
ら
限
に
み
の
き
と
る
あ
が
庫
在
は

。
す

が
方
る
れ
ら
り
借
に
次
、
は
に
時
却
返
・

ク
、
う
よ
る
き
で
用
使
く
よ
ち
持
気

状
い
な
の
題
問
上
生
衛
と
用
使
の
後
今

。
い
さ
だ
く
て
し
に
態

）
舎
庁
屋
金
（
課
祉
福
ぎ
ら
す
や

支給月額

０歳～３歳未満（一律） 1万 5,000 円

３歳以上小学校修了前
（第１子・第２子） 1万円

３歳以上小学校修了前
（第３子以降） 1万 5,000 円

中学生（一律） 1万円

所得制限以上（一律） 5,000 円

所得制限限度額
扶養親族
などの数

所得制限
限度額 収入額の目安

0人 622 万円 833 万 3,000 円
1 人 660 万円 875 万 6,000 円
2 人 698 万円 917 万 8,000 円
3 人 736 万円 960 万円
4人 774 万円 1002 万 1,000 円
5 人 812 万円 1042 万 1,000 円



親
母第

①

3

後
産
出
と
前
産
出
の
子
の
降
以
子

れ
ぞ
れ
そ

1

民
住
に
町
、
間
の
上
以
年

今
、
り
お
て
し
住
居
に
際
実
れ
さ
録
登

。
と
こ
る
あ
が
思
意
る
す
住
定
も
後

第
（
日
準
基
②

3

日
生
出
の
子
の
降
以
子

の
1

に
）
後
年

3

を
も
ど
子
の
上
以
人

第、
お
な
。
と
こ
る
い
て
し
育
養

1

・
子

第
2

な
子
れ
連
の
夫
く
な
で
子
実
が
子

第
、
は
合
場
る
あ
で
ど

3

子
の
降
以
子

て
し
を
組
縁
子
養
に
で
ま
る
す
生
出
が

。
件
条
が
と
こ
る

●

額
給
支

／
25

円
万

）
舎
庁
屋
金
（
課
祉
福
ぎ
ら
す
や

当
手
養
扶
童
児

た
ま
父
、
で
ど
な
亡
死
や
婚
離
の
母
父

童
児
い
な
い
て
し
く
じ
同
を
計
生
と
母
は

な
庭
家
親
り
と
ひ
（
庭
家
る
れ
さ
成
育
が

児
、
け
助
を
立
自
と
定
安
の
活
生
の
）
ど

と
的
目
を
と
こ
る
図
を
進
増
の
祉
福
の
童

。
す
で
当
手
る
れ
さ
給
支
て
し●

者
象
対

に
件
条
の
ど
な
婚
離
の
母
父
／

、
る
ま
は
て
当

18

降
以
日
る
す
達
に
歳

の
初
最
の

3
月
31

る
あ
に
間
の
で
ま
日

は
た
ま
童
児

20

害
障
の
定
一
で
満
未
歳

な
母
父
る
い
て
し
護
監
を
童
児
る
あ
のど

●

は
に
る
け
受
を
当
手

で
要
必
が
請
申
の
て
え
添
を
類
書
要
必

成
助
を
部
一
の
費
入
購
等
品
用

部
一
の
費
入
購
の
品
用
な
要
必
に
児
育

。
す
ま
し
成
助
を●

目
品
象
対

●

者
象
対

る
い
て
れ
さ
録
登
民
住
に
町
／

6

、
り
あ
で
者
護
保
の
童
児
の
満
未
歳

さ
録
登
民
住
に
町
に
時
請
申
と
時
入
購

者
護
保
る
い
て
れ

●

額
成
助

上
（
額
半
の
用
費
た
し
入
購
／

限
1

）
円
万

童
児
※

1

ち
う
の
目
品
象
対
、
き
つ
に
人か

れ
ず
い

1

き
つ
に
品

1

り
限
回

●

の
も
な
要
必
に
時
請
申

鑑
印
・

た
ま
帳
通
の
関
機
融
金
の
義
名
者
請
申
・

、
名
品
商
入
購、
名
氏
者
請
申
（
書
収
領
・

）
の
も
た
れ
さ
載
記
が
日
入
購
、
額
金

レ
は
た
ま
、
合
場
の
み
の
字
名
が
名
宛
※

確
が
と
こ
る
い
て
し
た
満
を
準
基
全
安
・

）
み
の

）
舎
庁
屋
金
（
課
祉
福
ぎ
ら
す
や第

3

金
祝
産
出
降
以
子

●

者
象
対

る
い
て
し
た
満
を
件
要
の
次
／

者
務
義
養
扶
の
一
同
計
生
や
者
請
申
。
す

。
す
ま

付
給
金
年
的
公
が
童
児
は
た
ま
者
求
請
※

公
の
そ
、
合
場
る
い
て
し
給
受
を
ど
な

手
養
扶
童
児
が
額
の
ど
な
付
給
金
年
的

額
差
の
そ
、
に
合
場
い
低
り
よ
額
の
当

と
こ
る
す
給
受
を
当
手
養
扶
童
児
の
分

。
す
ま
き
で
が

で
が
と
こ
る
け
受
を
当
手
は
合
場
の
次
※

。
ん
せ
ま
き

に
内
国
本
日
が
ど
な
）
母
（
父
や
童
児
①

き
と
い
な
い
で
ん
住

童
児
、
り
た
れ
さ
託
委
に
親
里
が
童
児
②

と
る
い
て
し
所
入
に
ど
な
設
施
祉
福

。
き

婚
（
き
と
る
い
て
し
姻
婚
が
）
母
（
父
③

上
実
事
が
い
な
い
て
し
を
出
け
届
の
姻

場
る
あ
に
情
事
の
様
同
と
係
関
姻
婚
の

。）
む
含
を
合

が
童
児
、
合
場
の
）
母
（
父
が
者
求
請
④

る
い
て
し
く
じ
同
を
計
生
と
）
父
（
母

を
合
場
の
当
該
害
障
）
母
（
父
（
き
と

。）
く
除

）
舎
庁
屋
金
（
課
祉
福
ぎ
ら
す
や◆

◆
◆

を
券
診
受
査
診
康
健
定
特

す
ま
し
行
発

る
い
て
し
入
加
に
険
保
康
健
民
国

40
歳

上
以

75

受
査
診
康
健
定
特
は
方
の
満
未
歳

を
査
診
康
健
定
特
で
料
無
、
い
使
を
券
診

。
す
ま
き
で
診
受

券
診
受
る
す
当
該
に
件
条
の
次
、
お
な

き
で
診
受
で
料
無
も
方
い
な
で
ち
持
お
を

推
康
健
は
方
る
す
望
希
を
診
受
、
で
の
る

。
い
さ
だ
く
絡
連
ご
で
ま
課
進

和
令
・

2

（
年

0
2
0
2

）
年

4
月
1た

し
入
加
に
険
保
康
健
民
国
に
降
以
日40

方
の
上
以
歳和

令
・

2

（
度
年

0
2
0
2

に
）
度
年

75

、
で
方
る
な
に
歳

75

ま
日
生
誕
の
歳

す
望
希
を
診
受
の
査
診
康
健
定
特
に
で

方
る

の
帯
世
納
滞
税
険
保
康
健
民
国
・

40

以
歳

方
た
し
了
完
が
付
納
額
全
で
上

）
舎
庁
屋
金
（
課
進
推
康
健

手当支給月額（令和 2年度（2020 年度））
児童 1人目
全部支給 4万 3,160 円
一部支給 4万 3,150 円～ 1万 180 円

児童 2人目
全部支給 1万 190 円
一部支給 1万 180 円～ 5,100 円

児童 3人目以降
全部支給 6,110 円
一部支給 6,100 円～ 3,060 円



◆
◆
◆

い
さ
だ
く
認
確
ご
を
屋
家
・
地
土
の
分
自
ご

簿
帳
覧
縦
等
格
価
屋
家
・
地
土

　

和
令

2

（
年

0
2
0
2

）
年

1
月
1格

価
の
屋
家
や
地
土
る
す
有
所
で
在
現
日

帳
台
税
課
税
産
資
定
固
、
て
い
つ
に
ど
な

り
お
と
の
次
で
の
た
し
了
完
が
録
登
の
へ

。
す
ま
け
だ
た
い
覧
縦●

間
期
覧
縦

／
4
月
1

6
月

1

）
月
（
日

8
時
30

17
時
15
分

う
伴
に
時
日
庁
開
場
役
※●

所
場
覧
縦

）
舎
庁
備
吉
（
課
務
税
／

●

他
の
そ

宅
（地
土、
き
づ
基
に
定
規
の
法
税
方
地

を
ど
な
正
修
落
下
の
格
価
の
）
ど
な
地

縦
、
は
合
場
る
あ
が
問
疑
に
格
価
録
登

付
交
の
書
知
通
税
納
ら
か
日
初
の
間
期
覧

後
日
た
け
受
を

3

限
に
間
の
で
ま
月
カ

。
す
ま
き
で
が
と
こ
る
出
し
申
を
査
審、
り

）
舎
庁
備
吉
（
課
務
税

割
別
種
の
税
車
動
自●

は
限
期
納
の
割
別
種
の
税
車
動
自

6
月

1

。
す
で
）
月
（
日

近
お
。
す
ま
し
い
願
お
を
税
納
内
期
納

で
ど
な
ニ
ビ
ン
コ
、
口
窓
関
機
融
金
の
く

コ
ソ
パ
。
い
さ
だ
く
て
し
付
納
に
め
早
お

和
令
、
か
ほ

2

（
度
年

0
2
0
2

）
度
年

コ
る
い
て
れ
さ
字
印
に
書
知
通
税
納
ら
か

L
I
N
E 

P
a
y
、
P
a
y 

B

付
納
も
で
）
ど
な。

す
ま
き
で
が
と
こ
る
す●

）
割
別
種
・
割
能
性
境
環
（
税
車
動
自

免
減
の

・
帳
手
者
病
傷
戦
・
帳
手
者
害
障
体
身

帳
手
祉
福
健
保
者
害
障
神
精
・
帳
手
育
療

、
は
車
動
自
る
す
用
使
が
方
の
ち
持
お
を

を
件
要
の
定
一
ど
な
度
程
の
害
障
や
義
名

環
（税
車
動
自
り
よ
に
請
申、
合
場
す
た
満

ら
け
受
が
免
減
の
）
割
別
種
・
割
能
性
境

。
す
ま
れ

課
税
課
所
務
事
税
県
中
紀

　

‐
４
６
☎

０
６
２
１◆

◆
◆

4

血
献
の
月

●
4
月
10

）
金
（
日

防
消
屋
金
備
吉
（
部
本
防
消
町
川
田
有
・

）
署　

9
時
30

11
時
30
分

店　

13

16
時
30
分

）
舎
庁
屋
金
（
課
進
推
康
健

へ
ま
さ
皆
の
者
入
加
に
度
制
険
保
療
医
者
齢
高
期
後

査
診
康
健
科
歯
・
療
医

い
て
し
入
加
に
険
保
療
医
者
齢
高
期
後

年
、
は
方
る

1

歯
と
査
診
康
健
療
医
、
回

者
象
対
。
す
ま
き
で
診
受
を
査
診
康
健
科

は
に

5

後
県
山
歌
和
を
券
診
受
に
旬
下
月

送
お
接
直
ら
か
合
連
域
広
療
医
者
齢
高
期

を
み
込
し
申
の
行
発
券
診
受
。
す
ま
し
り

。
ん
せ
ま
り
あ
は
要
必
る
す

和
は
ど
な
合
場
た
し
を
失
紛
の
券
診
受

お
に
合
連
域
広
療
医
者
齢
高
期
後
県
山
歌

。
い
さ
だ
く
せ
わ
合
い
問●

査
診
康
健
療
医

員
全
者
険
保
被
／
者
象
対
・

項
る
す
施
実
に
ん
さ
な
み
【
目
項
査
検
・

・
重
体
・
長
身
（
測
計
、
診
問
／
】
目

、）
察
診
体
身
（
察
診
、）
圧
血
・
Ｉ
Ｍ
Ｂ

、）
謝
代
糖
・
能
機
肝
・
質
脂
（
査
検
液
血

ア
レ
ク
清
血
、）
白
蛋
・
糖
（
査
検
尿

査
検
ン
ニ
チ

た
し
断
判
と
要
必
が
師
医
【
目
項
査
検
・

血
貧
／
】
目
項
る
す
施
実
で
加
追
に
方

マ
ヘ
・
数
球
血
赤
・
量
素
色
血
（
査
検

査
検
底

／
間
期
施
実
・

6
月
1

（
年
３

1
2
0
2

）
年

2
月
28

）
日
（
日

料
無
／
額
担
負
己
自
・

・
票
診
受
、
券
診
受
、
証
険
保
／
物
ち
持
・

票
診
問

る
い
て
し
封
同
と
券
診
受
／
所
場
施
実
・

い
て
れ
さ
載
記
に
覧
一
関
機
療
医
施
実

関
機
療
医
る

他
の
そ
・

場
る
い
て
け
受
を
査
検
の
様
同
に
で
す

所
入
・
院
入
に
設
施
護
介
・
院
病
、
や
合

が
理
管
康
健
に
的
期
定
ど
な
方
る
い
て
し

け
受
も
し
ず
必
、
は
合
場
る
い
て
れ
わ
行

。
ん
せ
ま
り
あ
は
要
必
る

に
的
期
定
で
ど
な
療
治
の
病
慣
習
活
生

け
受
、
は
方
る
い
て
し
診
受
を
関
機
療
医

て
し
談
相
に
医
治
主
、
か
る
あ
が
要
必
る

。
い
さ
だ
く●

査
診
康
健
科
歯

和
令
／
者
象
対
・

2

（
年

0
2
0
2

）
年

3

で
末
月

75

、
歳

80

、
歳

85

と
方
の
歳

90

者
険
保
被
の
上
以
歳

・

の
歯
（
断
診
腔
口
、
診
問
／
目
項
査
検

生
衛
腔
口
・
況
状
の
織
組
周
歯
・
態
状

粘
・
燥
乾
腔
口
・
せ
わ
合
み
か
・
況
状

能
む
か
（
査
検
能
機
腔
口
、）
常
異
の
膜

）
能
機
）
み
込
み
飲
（
下
嚥
・
能
機
舌
・
力

／
間
期
施
実
・

6
月
1

（
年
３

1
2
0
2

）
年

2
月
28

）
日
（
日

料
無
／
担
負
己
自
・

・
票
診
受
、
券
診
受
、
証
険
保
／
物
ち
持
・

票
診
問

る
い
て
し
封
同
と
券
診
受
／
所
場
施
実
・

い
て
れ
さ
載
記
に
覧
一
関
機
療
医
施
実

関
機
療
医
る

合
連
域
広
療
医
者
齢
高
期
後
県
山
歌
和

目
丁
２
上
吹
市
山
歌
和
（

1
番
22

）
号
　

８
８
６
６
‐
８
２
４
‐
３
７
０
☎



当
手
の
こ
？
か
す
で
じ
存
ご

】
当
手
養
扶
童
児
別
特
【

20

神
精
は
た
ま
的
知
、
体
身
で
満
未
歳

に
期
長
は
く
し
も
害
障
の
上
以
度
程
中
に

童
児
る
い
て
し
と
要
必
を
静
安
る
た
わ

ま
、
母
は
く
し
も
父
る
い
て
し
護
監
、
を

い
て
し
持
維
を
計
生
の
童
児
象
対
て
し
と

。
す
ま
れ
さ
給
支
に
方
る●

額
月
給
支
当
手

和
令
（

2

度
年

（

0
2
0
2

）
ら
か
）
度
年

・
1

／
級

5
万

0
0
5
2

円

・
2

／
級

3
万

0
7
9
4

円

で
が
と
こ
る
け
受
を
当
手
は
合
場
の
次
※

。
ん
せ
ま
き

と
い
な
い
で
ん
住
に
内
国
本
日
が
童
児
①

き

的
公
る
す
と
由
事
給
支
を
害
障
が
童
児
②

き
と
る
き
で
が
と
こ
る
け
受
を
金
年

し
所
入
に
ど
な
設
施
祉
福
童
児
が
童
児
③

き
と
る
い
て

】
当
手
者
害
障
別
特
【

20

精
は
た
ま
的
知
、
体
身
、
で
上
以
歳

る
あ
に
態
状
の
害
障
の
度
重
く
し
著
に
神

を
護
介
の
別
特
時
常
で
活
生
常
日
、
め
た

。
す
ま
れ
さ
給
支
に
方
の
宅
在
る
す
と
要
必●

額
月
給
支
当
手

和
令
（

2
年

（
度

0
2
0
2

／
）
ら
か
度
年

万
２

0
5
3
7

円

で
が
と
こ
る
け
受
を
当
手
は
合
場
の
次
※

。
ん
せ
ま
き

◆
◆
◆

へ
方
の
者
害
障
度
重

、
し
対
に
方
の
者
害
障
度
重
、
は
で
町

目
を
と
こ
る
図
を
上
向
祉
福
と
加
参
会
社

タ
祉
福
は
成
助
。
す
ま
い
て
け
設
を
」
度

24

す
付
交
を
）
枚

。
す
ま
し
成
助
を
額
当
相●

者
象
対

お
て
れ
さ
録
登
民
住
に
町
／

ち
持
お
を
帳
手
の
か
れ
ず
い
の
次
、
り

方
の

帳
手
者
害
障
体
身
①

1

・
級

2
級

帳
手
育
療
②

A
1
・
A
2

③

帳
手
祉
福
健
保
者
害
障
神
精

1

場
（
級

）
い
さ
だ
く
意
注
ご
で
の
る
あ
が
と
こ
い

●

数
枚
付
交

間
年
／

24
枚

●

指
が
町
／

所
業
事
る
す
定

●

間
期
る
き
で
用
利

和
令
／

3
年

（

1
2
0
2

）
年

3
月
31

ま
）
水
（
日

で
●

の
も
な
要
必
に
請
申

障
る
な
と
象
対
／

鑑
印
・
帳
手
者
害

●

口
窓
付
受
請
申

課
祉
福
ぎ
ら
す
や
／

・）
舎
庁
備
吉
（
課
民
住
・）
舎
庁
屋
金
（

室
祉
福
民
住
局
政
行
水
清

）
舎
庁
屋
金
（
課
祉
福
ぎ
ら
す
や

）
く
除
は
イ
テ
ス
ト

に
院
病
②

3

と
る
い
て
し
院
入
上
以
月
カ

き

】
当
手
祉
福
児
害
障
【

20

精
は
た
ま
的
知
、
体
身
、
で
満
未
歳

、
め
た
る
あ
に
態
状
の
害
障
の
度
重
に
神

と
要
必
を
護
介
の
別
特
時
常
で
活
生
常
日

。
す
ま
れ
さ
給
支
に
童
児
の
宅
在
る
す●

額
月
給
支
当
手

和
令
（

2
年

（
度

0
2
0
2

／
）
ら
か
）
度
年

1
万

0
8
8
4

円

で
が
と
こ
る
け
受
を
当
手
は
合
場
の
次
※

。
ん
せ
ま
き

）
く
除
は
イ
テ
ス
ト

的
公
る
す
と
由
事
給
支
を
害
障
が
童
児
②

き
と
る
き
で
が
と
こ
る
け
受
を
金
年

】
合
場
る
い
て
け
受
を
当
手
の
ら
れ
こ
に
既
【

出
け
届
な
ま
ざ
ま
さ
、
て
じ
応
に
当
手

度
程
害
障
「。
す
ま
り
あ
が
務
義
る
す
を

共
を
計
生
と
者
務
義
養
扶
い
高
の
得
所
「

。
い
さ
だ
く
て
出
け
届

な
出
け
届
り
た
れ
遅
が
出
け
届
た
ま

付
を
気
お
。
す
ま
り
あ
が
合
場
る
す
り
た

。
い
さ
だ
く
け

）
舎
庁
屋
金
（
課
祉
福
ぎ
ら
す
や

和
令

2

（度
年

0
2
0
2

）
度
年

 

施
実
の
拝
巡
霊
慰

族
遺
係
関
う
い
と
い
た
い
行
を
悼
追
・
霊
慰

と
域
戦
要
主
旧
、
め
た
る
え
た
こ
に
望
要
の

・
連
ソ
旧
は
た
ま
、
者
没
戦
る
け
お
に
ど
な

を
方
た
し
亡
死
に
中
留
抑
で
域
地
ル
ゴ
ン
モ

。
す
ま
い
行
を
拝
巡
霊
慰
、
て
し
と
象
対●

名
域
地
施
実

和
共
ン
タ
ス
フ
ザ
カ
①
／

ダ
ユ
・
方
地
ク
ス
フ
ロ
バ
ハ
③
国
和
共

東
国
中
⑤
ア
シ
ネ
ド
ン
イ
④
州
治
自
ヤ

部
東
⑥
）
域
全
区
地
州
満
旧
（
方
地
北

●

他
の
そ

期
込
申
・
間
期
施
実
り
よ
に
域
地
施
実
・

。
す
ま
り
な
異
ど
な
間

外
海
、
は
安
目
の
）
費
実
（
用
費
加
参
・

そ
よ
お
お
は
合
場
の
域
地

20

35
万

そ
よ
お
お
は
合
場
の
島
黄
硫
、
円

2
万

3

。
す
で
円
万

、
者
偶
配
の
者
没
戦
、
は
囲
範
の
族
遺
・

・
子
（
族
遺
加
参、
妹
姉
弟
兄、
子、
母
父

、
孫
の
者
没
戦、
者
偶
配
の
）
妹
姉
弟
兄

姪
・
甥
の
者
没
戦

課
務
総
健
保
祉
福
県
山
歌
和

　

☎
0
7
3
‐
4
4
1
‐
2
4
8
5

　

）
舎
庁
屋
金
（
課
祉
福
ぎ
ら
す
や
・



◆
◆
◆

除
免
料
険
保
の
間
期
後
産
前
産

」
度
制
除
免
料
険
保
間
期
後
産
前
産
「

属
が
日
産
出
は
た
ま
日
定
予
産
出
、
は
と

ら
か
月
前
の
月
る
す

4

産
前
産
（
間
月
カ

さ
除
免
が
料
険
保
金
年
民
国
の
）
間
期
後

。
す
で
度
制
る
れ

期
た
れ
ら
め
認
て
し
と
間
期
後
産
前
産

齢
老
て
し
と
の
も
た
め
納
を
料
険
保
は
間

。
す
ま
れ
さ
映
反
に
額
給
受
の
金
年
礎
基

娠
妊
は
と
産
出
※

85

（
日

4

上
以
）
月
カ

産
早
・
産
流
・
産
死
、
い
言
を
産
出
の

。
す
ま
み
含
を
合
場
の

●

者
象
対

第
金
年
民
国
／

1

者
険
保
被
号

成
平
が
日
産
出
、
で

31

（
年

2
0
1
9

）
年

2
月
1

方
の
降
以
日

●

先
出
提
書
出
届

庁
備
吉
（
課
民
住
／

、）
舎
庁
屋
金
（
課
祉
福
ぎ
ら
す
や、
）
舎

所
張
出
各
、
室
祉
福
民
住
局
政
行
水
清

も
で
ら
ち
ど
、
後
と
前
産
出
は
出
け
届
※

。
す
ま
き
で

●

の
も
な
要
必
に
出
け
届

）
ど
な
証
許
免
転
運
、
ド

）
要
不
は
合
場
の
署
自
人
本
（
鑑
印
・

け
届
に
前
産
出
（
ど
な
帳
手
康
健
子
母
・

に
か
ら
明
を
日
定
予
産
出
。
合
場
る
出

）
類
書
る
き
で
が
と
こ
る
す

明
を
と
こ
の
そ
、
は
合
場
の
ど
な
産
死
※

要
必
が
類
書
る
き
で
に
か
ら

年
西
山
歌
和
・）
舎
庁
備
吉
（
課
民
住

所
務
事
金

　

‐
７
４
４
‐
３
７
０
☎

０
６
６
１

度
制
例
特
付
納
生
学

申
の
生
学
、
は
と
度
制
例
特
付
納
生
学

る
れ
さ
予
猶
が
付
納
の
料
険
保
り
よ
に
請

は
請
申
の
分
度
年
新
。
す
で
度
制

4

か
月

請
申
は
方
る
す
望
希
。
す
ま
け
付
け
受
ら

。
い
さ
だ
く
て
し●

者
象
対

、
学
大
期
短、
）
院
学
大
（学
大
／

学
修
専
、
校
学
門
専
等
高
、
校
学
等
高

基
が
得
所
の
人
本
、
し
学
在
に
ど
な
校

生
学
の
下
以
準

／
安
目
の
得
所
※

8
1
1

扶
（
＋
円
万

×
数
の
族
親
養

38

下
以
）
円
万

●

先
出
提
書
請
申

、）
舎
庁
備
吉
（
課
民
住
（
口
窓
場
役
・

清
、）
舎
庁
屋
金
（
課
祉
福
ぎ
ら
す
や

）
所
張
出
各
、
室
祉
福
民
住
局
政
行
水

】
可
送
郵
【
所
務
事
金
年
西
山
歌
和
・●

の
も
な
要
必
に
請
申

）
ど
な
証
許
免
転
運
、
ド

）
要
不
は
合
場
の
署
自
人
本
（
鑑
印
・

書
明
証
学
在
は
た
ま
証
生
学
・

●

納
追
の
料
険
保

か
月
各
た
れ
さ
認
承
が
例
特
付
納
生
学

ら
10

り
よ
に
出
し
申
、
ば
れ
あ
で
内
以
年

。
す
ま
き
で
が
と
こ
る
め
納
を
料
険
保

年
西
山
歌
和
・）
舎
庁
備
吉
（
課
民
住

所
務
事
金

　

‐
７
４
４
‐
３
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０
☎

０
６
６
１◆

◆
◆

？
か
ん
せ
ま
き
働
で
場
役

度
制
録
登
員
職
用
任
度
年
計
会

、
り
よ
に
正
改
の
ど
な
法
員
務
公
方
地和

令

2

（
年

0
2
0
2

）
年

4

ら
か
月

が
」
度
制
員
職
用
任
度
年
計
会
「
に
た
新

。
た
し
ま
れ
さ
設
創

働
て
し
と
員
職
用
任
度
年
計
会
の
町
当

け
設
を
度
制
録
登
、
に
め
た
の
方
い
た
き

だ
た
い
請
申
録
登
に
ら
ち
こ
。
す
ま
い
て

さ
用
任
、
れ
さ
録
登
に
簿
名
者
補
候
と
く

れ
さ
用
任
ず
必
（
す
ま
り
あ
が
と
こ
る
れ

。）
ん
せ
ま
り
あ
は
で
け
わ
う
い
と
る

。
す
ま
い
て
し●

間
期
付
受

時
随
／

●

ど
な
件
条

。
い
さ
だ
く
談
相
ご
に
時
用
任
。
す
ま

）
舎
庁
備
吉
（
課
務
総

町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。広告
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令
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（
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年

0
2
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度
年

験
試
用
採
官
門
専
税
国●

格
資
験
受

成
平
・

2

（
年

0
9
9
1

）
年

4
月
2
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（
年

9
9
9
1

）
年

4

月
1

者
の
れ
ま
生
日

成
平
・

11

（
年

0
9
9
1

）
年

4
月
2も

る
げ
掲
に
次
で
者
の
れ
ま
生
降
以
日の　

令
び
よ
お
者
た
し
業
卒
を
学
大
①

和
3

（
年

1
2
0
2

）
年

3

で
ま
月

者
の
み
込
見
る
す
業
卒
を
学
大
に

 
②資

の
等
同
と
者
る
げ
掲
に
①
が
院
事
人

者
る
め
認
と
る
あ
が
格

●

間
期
付
受
込
申

／
3
月
27

4
月
8

）
水
（
日

●

法
方
み
込
し
申

http://w
w
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.jinji-shiken.

go.jp/juken.htm
l

込
し
申
お
ら
か
）

。
い
さ
だ
く
み

●

日
験
試

第
／

1

験
試
次

 

6
月
7

、）
日
（
日

第
2

験
試
次

 

7
月
8

17

）
金
（日

●

時
日
表
発
格
合

第
／

1

者
格
合
験
試
次

日
表
発

 

6
月
30

）
火
（
日

9

終
最
、
時

日
表
発
者
格
合

 

8
月
18

）
火
（
日

9
時

●

数
定
予
用
採

人
途
別
は
数
定
予
用
採
／

●

他
の
そ

庁
税
国
は
報
情
る
す
関
に
用
採
／

）
係
験
試
（
課
二
第
事
人
局
税
国
阪
大
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・
１
３
３
５
‐
１
４
９
６
‐
６
０
☎

課
務
総
署
務
税

　

１
５
３
５
‐
３
６
☎

◆
◆
◆

度
制
療
医
者
齢
高
期
後

定
改
が
ど
な
率
料
険
保

齢
高
期
後
県
山
歌
和

和
令
の
度
制
療
医
者

2
・

3

（
度
年

0
2
0
2

・

1
2
0
2

保
の
）
度
年

ま
し
定
決
が
ど
な
率
料
険

し
等
、
は
料
険
保
。
た
し

等
均
「
く
だ
た
い
担
負
く

じ
応
に
得
所
、
と
」
額
割

」
額
割
得
所
「
る
ま
決
て

。
す
ま
り
な
と
額
計
合
の

得
所
り
お
ど
で
ま
今

は
に
ど
な
方
い
な
少
の

、
が
る
あ
が
度
制
減
軽

と
置
措
例
特
ち
う
の
そ

る
い
て
れ
さ
施
実
て
し

等
均
の
方
い
低
の
得
所

て
い
つ
に
置
措
減
軽
割・

8

和
令
↓
減
軽
割

2

（
度
年

2
0
2
0

に
）
度
年

7

減
軽
割

・
8
5

和
令
↓
減
軽
割

2

（度
年

2
0
2
0

に
）
度
年

7

75

和
令
、
減
軽
割

3

度
年

（

1
2
0
2

に
）
度
年

7

減
軽
割

の
額
割
等
均
、
お
な
。
す
ま
れ
さ
更
変
に

5

・
割

2

。
す
ま
れ
さ
大
拡
は
象
対
の
減
軽
割

和
令

2

（
度
年

0
2
0
2

険
保
の
）
度
年

は
知
通
の
額
料

7

。
す
ま
し
付
送
に
旬
中
月

）
舎
庁
備
吉
（
課
民
住

◆
◆
◆

集
募
者
定
予
居
入
宅
住
営
町●

容
内
集
募

地
団
倉
垣
／
数
戸
・
宅
住
・

2

倉
垣
（
戸

8
1
3

地
番

9
・

8
1
3

地
番
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）

／
日
能
可
居
入
・

5

旬
中
月

和
昭
／
考
備
・
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（
年

4
7
9
1

）
年

、
築
建

52

88

火
耐
易
簡
、
㎡

2

建
階

、
て

3
D
K

レ
イ
ト
・
室
浴
・

・

／
賃
家

1
万

0
0
8

2
万
5
0
0

）
定
決
り
よ
に
ど
な
況
状
得
所
（
円

●

間
期
付
受
込
申

／
4
月
6

4
月
17

）
金
（
日

。
う
伴
に
時
日
庁
開
場
役
は
時
日
付
受
※●

他
の
そ

定
規
の
定
一
ど
な
限
制
得
所
は
に
居
入
・

。
す
ま
り
あ
が

住
営
町
る
あ
に
域
地
備
吉
（
宅
住
び
き
・

直
（
し
有
を
所
住
に
町
川
田
有
は
）
宅

２
て
め
含
を
人
本
つ
か
、）
月
カ
６
近

で
）
む
含
を
者
約
婚
（
族
親
の
上
以
人

。
す
ま
り
な
と
象
対
が
方
る
き
で
居
入

。
す
ま
し

の
例
条
町
、
は
後
け
付
け
受
み
込
し
申
・

。
す
ま
し
定
決
を
者
居
入
り
よ
に
定
規

■申

）
舎
庁
備
吉
（
課
設
建

年度 均等割額 所得割率 賦課限度額
（上限保険料額）

令和 2・3年度
（2020・202 1 年度） 5万 304 円 9.51% 64 万円

平成 30・31 年度
（2018・201 9 年度） 4万 5,812 円 8.80% 62 万円

広告 広告に関するお問い合わせは、株式会社 和歌山毎日広告社（☎ 073-423-9291 FAX073-428-2403）
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募集種目 資格 受付期間 試験期日 試験会場

自衛官候補生 18 歳以上 33 歳未満の者 6月 26 日（金）まで 6月 27 日（土）（予定） 自衛隊和歌山地方協力本部庁舎 
（和歌山市築 港 1丁目 14-6）

予備自衛官補
（一 般） 18 歳以上 34 歳未満の者

第 1回
4月 10 日（金）まで

第 1回
4月 18 日（土）
～ 22 日（水）のうち、
指定される 1日

別途通知
予備自衛官補
（技 能）

18 歳以上の者で
国家資格等を有する者

幹部候補生
（一 般・大卒程度） 22 歳以上 26 歳未満の者

5月 1日（金）まで

1次
5月 9日（土）
・ 10 日（日）

自衛隊和歌山地方協力本部庁舎 
（和歌山市築 港 1丁目 14-6）幹部候補生

（一 般・院卒）
20 歳以上 28 歳未満の者

（修 士課程修了者等（見込含））

幹部候補生
（歯 科・薬剤科）

専門の大卒（見込含）で
20 歳以上 30 歳未満の者 1次　5 月 9日（土）

別途通知
医科・歯科幹部 医師・歯科医師の免許取得者 4月 17 日（金）まで 5月 9日（土）

※年齢の基準日などはお問い合わせください。

痛いところ（ここでは肩）の近くで
右手の指を軽く曲げて
小刻みに震わせる。

このコーナーでは、日常生活で
使う手話を紹介します。

手話にチャレンジ！
「痛い」

第10回

※手話は、使う人やコミュニケーションをとる
　相手などによって異なるため、
　ここで紹介している手話と違う表現を使うことがあります。

4

広告 広告に関するお問い合わせは、株式会社 和歌山毎日広告社（☎ 073-423-9291 FAX073-428-2403）
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4 各イベントなどの詳細は、
☎ 52-2111 にご連絡いただくか、
【　】内の担当までお問い合わせください。
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町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。広告
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